
道路に沿った「住所」をつくる

平成２０年２月２２日

（財）日本デジタル道路地図協会

矢口　彰

地理空間情報活用推進シンポジウム　in　じょうえつ
　　　　　　　　パネルディスカッション

基盤地図情報を活用したビジネスモデル作り
　　　例えば・・・

　　　　　　　　ＤＲＭデータベース
道路網を“ノード”と“リンク”の組み合わせで表現。

ノードリンク

リンク

ノード

リンク

ノード：道路網表現上の結節点．交差点，道路の構造変化点、行政界と
の交点　など

リンク：道路網表現上のノードとノードを連結する線分（道路）



ＶＩＣＳシステムを支えるＤＲＭデータベース

距離標
ＤＲＭノード
番号

ＶＩＣＳリンク５(位置情報を持たない)

2322 24 25

ＶＩＣＳ情報

ＶＩＣＳリンク5の先頭
から250mで工事

カーナビはＶＩＣＳリンク番号5
→ＤＲＭノード番号
→自社ノード番号データで
ＶＩＣＳリンク5の位置がわかる

ノード番号は

コンピュータが理解できる

道路に沿った「住所」



道路に沿った「住所」でも

人間向きの「住所」
と

コンピュータ向きの「住所」

がある

　　　　　　　　　現在はノードID、リンクIDにより地点、区間の情報を表現。

　　位相構造を持たない路線と路上参照点で表現。これにより、道路変化によるID変更
の発生を減少させる。また、既存の方式との併用も可能。

地点地点 区間区間

＜現在の方式＞
・路線の追加等に伴い既存路線についても
IDの変更が発生

経年
変化
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参照

地点地点 区間区間

路線、路上参照路線、路上参照

＜検討した方式（イメージ）＞
・路線の追加等に伴う変更は、追加した
路線等のみ

経年
変化

○○通り

○kp △kp

参照

ノードID、リンクIDノードID、リンクID

ノードID、リンクIDノードID、リンクID
より精緻な参照（継続的なメンテが前提）

国道○○号

○○通り

○kp

国道○○号

× × ×
△kp
×

△△道路

現　　在現　　在 検討検討しているしている方式方式



　　　「路線」と「路上参照点」を用いて道路上の位置を特定する。
・「路線」は道路管理者の定めた「路線」、あるいは、公的に起終点を規定された通称上
の「通り」を一つの単位とする。

・「路上参照点」は代表的な交差点や距離標等に設定することを基本とする。

A交差点
B交差点

→　R通り　→

5.0km

距離標

工事中

国道

59

コンビニエン
スストア

・・・R通りをA交差点から+350m左側

（自）国道59号5.0kpから+250m道路上

　～（至）国道59号5.0kpから+550m道路上

表現例

起
点
側

終
点
側

POI

道路管理
者情報

上記例の他
　規制・渋滞等の区間情報
　道の駅・ガソリンスタンド・公園等の目的地点(POI)情報
などの利用が想定される。

道路管理者等
と

道路利用者
を繋ぐ

いわば
双方向ＶＩＣＳ
を実現



国土地理院

ホームページ

基盤地図情報　→　正確な位置座標

大縮尺は地方自治体が主役
地元の地理空間情報人材の活用

↓
基盤の上に載せる情報を工夫して

ビジネスモデルを構築



ふるさと上越の
地理空間情報関係者の
皆さんのご健闘を
祈ります。


